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namaiki exhibition ooosakaaaaa!!!

What’s Namaiki
PROFILE
1970年ニュージーランド生まれのデイヴィッド・デュバル＝スミスと、1966年イギリス生まれのマイケル・フランクによるグラフィック、映像、立体等を手掛けるク
リエイティブユニット。グラフィックを中心に、ハードなゴスペルミュージックや大工仕事、ガーデニングなど、持ち前の遊び心を活かして幅広く活動している。 
主な仕事に、ナイキのポスター、ラルク･アン･シェルのCDジャケット、ステージデザインなど。2004年の「六本木クロッシング」展@森美術館などのグループ展や
2003年の「Ultradeluxe Osakaaaaa!!!」展@KPOキリンプラザ大阪など個展多数。また、2002年に六本木にオルタナティブスペース「SUPER DELUXE」を
立ち上げ、運営している。その他、「東京エールナンバー3」というビールの開発などにも携わっている。　http://www.namaiki.com 

PHILOSOPHY

これまでに、グラフィックからステージデザイン、プロモーションビデオ、オリジナル自転車の制作まで、ジャンルにとらわれないさまざまな活動と同時に、現代美術
のフィールドでも、そのポップで奇妙でフリーで遊び心満載の活動で大きな波を起こしてきた生意気。
彼らは、普段は誰も見向きもしない、一見価値のないと思われるようなモノにスポットをあて、生意気テイストに再編集しリサイクルすることで、『価値観の再構築』
を行ってきた。
また、彼らは製作過程にたくさんの人を招き入れ、楽しみ、コラボレートしながら製作する。
そのたじろぐぐらいにオープンでルールを取り払った彼らの姿勢は、現代社会に対して非常に示唆的である。

そんな彼らのここ最近の専らの興味(研究内容)は、植物・農業だ。
彼らは自宅の庭に菜園を作り、ナチュラルで健康的な生活を楽しむと同時に様々な実験・研究をしている。
彼らにとって、種や植物は完璧な創造物であり、非常にリスペクトしている。
彼らがお手本とするのは、福岡正信や川口由一の『自然農』や、ビル・モリソンが提唱した『パーマカルチャー』である。
彼らは、”世界で一番平和で有益なテロ活動”としてゲリラ園芸を行っているが、それは福岡正信の考案した究極の自然農法である”種爆弾”を手本にしている。
また、一方で彼らは、非常に未来的でテクノロジカルな農法の研究も行っている。
“小さなスペースでどうしたら最大限の実を得ることができるか”、”日光の入らない室内でどうしたらおいしい野菜を育てることができるか”、”ビルの屋上をどうや
ったら自給自足できる空間にできるか”などなど。

彼らは実験を繰り返し、何を作ろうとしているのか?
その真意は本人達にしかわからないが、実はすべてが彼らにとって理想的な”生意気王国”を作り上げようとしているのではないかと思う。
そこは、すべての価値観が少しひねくれていて、楽しく、持続可能で、ちょっとまぬけな彼らにとってのユートピア。

もしも将来、自然破壊や様々な社会問題がどうにも立ち入らないぐらい進みきったときに、彼らの作った”生意気シェルター”があったとしたら、そこは最高に愉快
でハッピーな場所に違いない。
彼らはそこで毎晩みんなとビールを飲んで、つまらないことでバカ騒ぎしてるだろう。
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